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1 本書は、前橋市清里南部土地改良事業に件う発掘調査の概報である。  

2 調査主体者  前橋市教育委貴会、前傾市土地改良実施区内埋蔵文化財発掘調査団  

3 繭査担当者及び調査期間等  

所在地  前橋薄青梨子町字下東西178番地 他36筆  

調査期間  昭和55年5月13日～昭和55年10月11日  

担当者  社会教育課文化財保護係主事 川崎 地  相浦つや子  

調査面積 11，蘭Omさ  

4．本書の執筆は接当者が分担し∴造物整理、図面整理、図版作製、遺物写真等ほ、調査担当者お  

よび、膏用公夫、柴崎まさ子が分提Lた。  

i．敷板調査にあたっては、土地改良課、清里南部土地改良区の関係者の他に下着己の作業員の方々  

の協力があった。  

萩 原 美千子  今 城 乗智子  

松 下 ヒ ロ  高 橋 京 子  

田 村 和 子  桜 井 千枝子  

高 橋 静 子  関 根 シノず   

青 田 公 夫  辻  みつる  

関 根 イ セ  菓 岡 エミ子  

大 谷 惣太郎  関 根 ケサ子  

田 村 友一郎  関 根 千枝子  

他青梨子町・稔社町の方を  



近年、虚業の近代化がすすむにつれ、腱地の効率的利川を目的   

とした土地改良車業がさかんであI）ます。これら事・業と拙蔵文化   

財保存の問題は′附こうらはらの関係にあI）、当教育委貝会にあっ   

ても、文化財保碓の立場から、両者の調整に‘努力しているところ   

であI）ます。  

ここに報告する清里南部遺跡群もその一つで、道路部分及びや   

むを得ず別平する部分について記録保存のため発掘調査を実施い   

たしました。  

調査の結果、奈良・平安時代の竪穴住居をl＝t】心として、この地   

域の歴史を．解Iリける上で貴重な資料が数多く発見されました。こ   

こにその成果の一端を報告いたします。  

この調査を実施するにあたり、終始御協力いただいた鹿政部土   

地改良課及び清里南郡土地改良区のノブ々、また直接調査に携わっ   

ていただいた作業月のプノ々に対して厚くお礼申し上げます。  

昭和56年3月31【≡l  

前橋1け教育委員会  

教育長  金 井 博 之  

ー1－   



Ⅰ 遺跡の位置と環境   

本道跡地は梯れ1ト東南耗、前輪市背梨子町の丁帥こ広がる、八l胤Il右枠の台地【tl（Ⅰ区・Jlさ二）お  

よび、八幡‖ll‖河道と思われる谷の北側按針IJti（Ll夏・M区）にイ甘苦し、標高は約150111である。行  

政区画では、前綿1け青梨子町、前橋11J総社町■t■川‥に屈する。   

本追跡地付近は、以前から経文二L帯の散イけ地および了与力●tの分イけ地として知られていたが、昭和54  

年度の2度に及ぶ発掘調査の結果、竪穴住居52抑をはじめとして、坪安1鴎代から近≠に及ぶ追跡地  

であることが判明した。   

周囲】の燃史的現境（第1図）を比ると、八代では束2lく‖1総社H椚群や北2．5lく‖l向下71用箋群が、南方  

約2k‖】には山千1三J賂＝、1‡跡、国分♯跡、l甘府跡等がある。中世では、蒼淘城、勝山城等の城館址が多数  

存在し、相川城、背梨子の砦は遺跡地に隣接する。また、梵鎌やイ「卿刑期こ名城I）を止め、戦国時  

代に戦乱によって廃絶したといわれる（伝）肴一川：火党寺跡レ存在する。近世に入ると、総社城の築城  

に†さドい、遺跡地火ノ川●近にあった高井村は寛永15叶・（1638）、現在地に移転している。   

以【1二にみられるように、本道跡地付近は、l刊・国の古代から近一…：の歴史を知る＿1∴で注目すべき地  

域といえる。  
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巨巨11砧朝 2il－Ji塚  

71■■椚 3総社ニイ■山  

7周一t 4遠見山7t誹t  

1一●  

6宝熔‖砧■墳 7蛇  

穴山■古墳 8南下A  

サ了！I‘椚 9南寸▲Bサ  

石肌10南下Eサ11丁  

代  

12川分守跡13（抑  

定）匝＝廿跡14総社  

神社   

15薪渥城跡16イl▲倉  
小  

18仙1J城跡19柑‖  

城跡 20勝山城跡  
世  

近世  22総社城跡   

椚11ヌ】周辺の追跡分布図   





ⅠⅠ発掘調査の概要  

1 発掘調査のプ了法  

本発掘調査は、清里南部二11地改良事業に伴う跳蔵文化財の串前調査で、55年度土地改良事業地ニⅠ二  

部分について実施した。今次剖服在は、54年度に続く第3次調査である。   

訓査箇所は、事前の表Irl闇紬こより、迫物が漉常に散布する地域のうち、抑Il改修（L区）、道路  

（＝区、J区、Ml夏）及び水‖鵬慨側（トウノコシ）に寸定される地域とした。   

串前の表面調査及び前回、1）；J々l亘】の発掘調査で、竪穴住屈を中心とする遺構の存在が予想された。  

調査は各区柘に行ったが、佃1りとしてトレンチによる試灘＝ニより追捕の存在が碓認された部分につ  

いて全面的な調査を行った。  

Ⅰ区  帖61†1の道路の小火に、8111抑制こ2IllX2111のトレンチを設定し、遺構の存在が碓認  

された南半郡について、沌機によI）逝桃柵認面まで排土を行った。  

J区 Ⅰ【封司様トレンチにより遺構の存在が十想されたJ－1区北半郡を鴎機によI）排二】二し  

た。  

Ⅰ．区  南北に長いL附こ、8日…川副こ帽2Illのトレンチを来港＝ニーi旦ーく形で設定した。Ll室二西斗二  

郎は、トレンチでは鵜1粂が椰認されたのみで遺構はほとんどな〈、かつ、河川改修二I二事の地二1‘．ノノ  

法の変弧こより、遺柵の碑施する来半部分のみについて全面制査した。   

M区  道路部分なので、ⅠはIiiJ様試錐＝、レンチで遺構碓認を行い、その後、小火の一郎を除き  

仝l仙調査した。なお、Ml夏小火の約60m～は、地相者の／水が和られなかった。  

2 発掘調査の経過  

本調査に先だって昭和54咋1別‡j13lト12J】27I】（第1次調査）、l昭和55年2ノj41：！～3月21Il（第  

2次記査）が行われている。その紺謀、｛代から近・l！】：に及ぶ追跡であることが判lリJした。  

5ノjl引≡】機械搬入Ⅰ区言式楯＝去設定   

171±1Il夏試掘開始   

24【三Jl区遺構排二l二開始   

29に】J－11さ二試掘閃始  

6ノ＝j3仁IJ－2区試踊   

17仁】 L区へ事務所移転   

19l＝lIl哀・J区完了   

28仁Jトウノコシ試細＝用紬  

7ノj16【≡！ L区重機による拭相聞始   

18【‡】トウノコシ精査開始   

25【三】 L区束三相IS分重機による仝巾排土  

開始、301≡lまで  

7ノj29l二Ⅰトウノコシ完了  

311‡lI」l左道柵検川に並行して住層排土開始  

8ノ川一句l」lメニ†三＝招情査段隅  

8日28ll M区試掘闘如  

9ノ12l二】M区荊機による排土、4［ほで  

6l二J L区完イ   

1111M区住居排土開始   

18仁I Mlオ住居・等精査段階  

10ノー2ト】M区完イ   

111I域務推理終イ  

ー 4 －   
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3 地層（標準層位）  

八幡川右岸台地（Ⅰ・Jl哀）と谷の北側緩斜面（L・M区）のものを図示すると、下図のとおり  

である。遺構および遺物との関イ系を述べると、土n脚注・≠j■血潮堀川竪穴住居跡の碓認1而は、Ⅳ屑」二  

面（Ⅰ・J区）ないしⅦ屑」二面（L・M区）である。  

ヽ′l′  ＼  ′＼′＼ノ＼ノ  

tll－l  

lll←－ 2  

川∵一3  

Ⅳ  
Ⅴ  

Ⅵ  

Ⅶl  

IX  

Ⅸ く卜」区〉   くし・M区〉  

Ⅰ 層：耕作二1∴  

ⅠI丁目：浅聞出起瀾のB恨イほ多ま動こ含む灰糾色二1二。  

IILl屑：B恨イニl●、ニッ括系の軽1：；を含む畏硯色二l∴。   

＿2層：柚抑炎亦糾也二l二（FA）   

＿。屑：FAを多づ山こ含む≠．暮．㌔仏土。C軽れ●を含む。やや粘仇  

Ⅳ 屑：C蜂イほ多紬こ含む畏色二L。  

Ⅴ 屑：岬イニ丁を含まない晒補色二l二。  

Vl屑：肌色二l■．。  

Ⅶ 屑：粘矧哨糾也二1二。水の影響皇を受けている。  

Ⅷ 屑：決茹補色二じ。  

Ⅸ 層：灰弗色二1：。叶う拙二砂礫楢を含む。堅固。  

第4図  

4 遺構及び遺物  

今次調査により検山した遺構は、竪穴住居跡45抑、溝6条、土拡5基で、総遺構数は57である。  

他に、（伝）東覚寺跡の「トウノコシ」が1地点ある。時代別には下表のとおI）である。尚、主に本  

概報では、遺柵の大半を－！盲める竪穴住居の内、主要な遺構遇物について報告する。  

第1衷 時代別遺構一覧  

聖穴住居跡  二上 砿   溝   計   

ホ椚時イ・じ以前   0   0   

奈 良 時 代   8   2   0   10   

坪 安 時 代   29   0   3   32   

lい  世   0   0   

近 世 以 降   0   3   4   

不  明   8   0   0   8   

計   45   5   6   56   

－ 5 一   



第2衷 竪穴住屈一覧衣  （硝観閲係→は旧→新の関係を示す）  

番   ノ乱  校   

二l州リノ●イう）二  カ  マ  ド  遣物  ：甘視関係   
仰  考‘   l哀                           号   （・長酬×短軸）面梯  

I¶l11I11？  

口  口   3．46×3．35   
東壁南描、帥イイ、11】  

N－13しE   イイ、内壁、ハガマ叩  
11．59  

南東隅張J艮   

北上釜イ則り   

2  ロ  3．52×3．13  11．02  N－10LE  東壁南端、九九、山 イrイ勅IJ  E  南東l明張山   

3  
3．25×2．45  N－10LE  東壁南寄   

7．96  
C  

ロ  ロ  5．46×3．78   N－28Lw  東壁両寄、凝灰岩硬  ト明  2軒並抜か、B対＝）  
20．63  蛾の造物を山す   

5   
ロ  3．08×2．77  N－3LE  東壁南寄   

8．53  
C  

6  ロ  2．9×2．1  N－】3LW  東壁南縛   
6．09  

C  溝1－＞固  

7    不明   N－17：－W  東壁、凝灰岩使用   B  全域碓認できず   

9    不明   N－20LE  東壁   A  回→溝2  

東壁両寄、凝灰岩便  
10  L  不明   N－9Lw   川   C  園→出←12  

田  L  3．8×2．7  10．26  N－50－W  東壁南寄、帥、山イr、 煙道、凝灰岩使用  田  10→四←12  

12  四  3．8以＿1二×3．4   N－6⊂」w  東壁   
12．92  

C  11←田←20  

13  L  2．95×2．6  東壁lい火、凝灰岩便  

7．67   N－9しW   川、たき口前、穴   C  

14  L  3．19×2．88  東壁南寄、たきl】、  
9．18  N－12LW   一灯居状に凝灰岩イ姐‡j  C  

貯蔵穴、東南隅Il川き   

15  L  3．95×2．55  N－10しW  東壁南寄   
10．07  

D  貯蔵穴、東南l明ト1川う   

東壁南寄、袖ホ、凝  
16  L  4．7×2．95  

13．87   
N－3ローW   灰岩使用、たき＝前  貯蔵穴、東商隅H形   

に穴   

18  L  3．90×2．96  N－9LW  東壁111火南寄   
11．54  

C  

3．58×2．68  N－12Lw  東壁南寄   C  
西南囲いこ張出、貯蔵  

19  
9．59  穴、束南隅不正円形   

20  四  不明   N－3Lw  東壁   不明  】．2←巨司   カマドとコーナのみ   

21  3．66×2．02  粟壁両寄、帥イニr、凝  
7．39  N－6しW   伏岩槻川   

22  L  3．48×2．74  N－1‘」E  東壁南寄   
9．54  

23一＞匡召  

23  L  2．82×2．36（推定）    6．66  N－2㌧E  東壁南寄、紬れ、凝 灰岩使用  田  24→困→22  九榊袈塵山土   
24  L  不明   十 叫   東壁南寄、紬石、凝  

灰岩槻用   
困→23  

25  L  3．62×2．88  N－1しW  東壁南寄   溝5→塾  
10．43  田   →23  

26  L  3．08×2．10  E－12LN  輔壁束寄   
6．46  

C  

27  L  南北約2．5   
東壁南寄、紬石＼凝  

N－10－E   伏岩使用   33→国  

28  L  2．80×1．84  

29  L  4．72×3．0  貯蔵穴、東南隅不埠  
14．16  E－22LN  東壁南寄   5．15  N－17しW  東壁南寄  C                   A     l’r＝杉   

ー 6 一   



30  L  2．96×2．90  東壁、南寄、紬れ、  
C  1lTi：蔵穴、 8．58  N－7しW   凝灰岩使用  束南隅＝彬   

31  L  3．52×2．68  N－6Lw  東壁、1い火   
9．43  

C  32－＞阻  

33  L  南北4．6、東西5．26  A  困←27  

34  M  5．34×3．36  N－4て－W  東壁か   
17．94  

C  困→35   全域碓認できず   

36  M  2．32×2．20  東壁、南＃、凝灰岩  

5．10   N－4Lw   便川   C  

37  M  3．60×3．08  N－7LE  東壁、南寄   
11．08  C  40→固く－43  」46  

38  M  南北2．60   N－16Lw  不明   A  函→40  

39  M  東西2．24   N－6㌧w  東壁、南寄   C  

41  M  東西4．60以上 2 E－28三－N  不明   
津川ヒ．30以＿1二  

A  阻・→43  

43  M  3．80×2．30以上  E－29LN  不明   
四壁、南寄にカマド  

A  41－〉担→44   北の張山   

44  M  東西4．00以上  E－19LN  不明   
南北2．20以＿1二  

A  43→匡司→45  

8号は欠番、17号、32号、35サ、40号、42サ、45号、46号は詳細不l牲，但し45別まA机   

（1）Ⅰ 区  

台地東描の八小柳Iに臨む崖＿1二に位置する。l夏の北部からは逝構は確認されず、南部から竪穴   

住居8抑、溝1条、近▼tりご以l輝の土拡2基を検山した。竪穴住居憎いずれも国分期のものと思わ   

れ、1号、2号住居はB軽イイ停「卜‘のものである。  

（a）1号住居跡  

カマドは南端に近く、カマドの南側の壁をやや東イ11r」に脹I川lした柵造をもつ。瓦、土釜の  

a：照槻色二】：屑（l‡軽イり  

l）：∴l・～机り二」州け∧十C）硯色   

了巨粒を含U。  

（：無根色．1二JM（上トトⅠ・、A十（：）  

d：黒色二1川づ（少損のC）  

（〉 こ1伸二似るが蚊二1二畢よを含む。  

f：．黒色上桐（C¢象イり焼二打抜を  

含む。  
g：赤机也t」“（C腔イl－）多ゴーtク）   

焼二上を含Ll。  

）l∴リ、l也二l：屑（少l－とのC）  

gJ“よりも娘．1二が少ない。  

l∴■黒色二巨屑（C軽イr）   

ブロック状の娩二】二を含む。  

01サ住居跡   

規！某 3．46川×3．3511】   

三i三相ソ川】N－10●－Ⅰこ  2m 』コ＝工［＝［エコ＝占   
＼  

－ 7 －  



二≡ご   
（参／考）2り■イ仙川  

O  Cm■●2●3）  

＝．．t工ニ 

第5図 1り・住屠跡及び出二】二遣物  

山二t∴がある。また、1号イ三相ナと同様の構造をもつ2号十・輔㌻跡からは、  

カワラケ状二1二・継が出二1二した。  

（2）」－1区  

安山川川北梓の道路部分で、南半は安良川川の氾濫偵で遺構は認めら   

れず、北側から竪穴住屑1（9号住桝）、沸2条を検山した。このうち、   

溝3は水流の跡があり、州二1二より元祐通宝を山二卜した（第6図）  

S＝－●   

第6図  

（3＝－2区  

安良Il川lの氾濫蠍で、遺構は碓認されなかった。  

（4）L  区  

東西掘を矧こ総社l町高井に接する。竪穴住居跡24と溝2粂を検出した。桃5は刃11土にニッ岳   

系の恨石を含まず、構4はB雌石の純屑を川もニヒ上部に堆棉する。また、鷺穴住屈のうち、16抑   

は何らかの重視があり、4軒重接が2ケ所ある。時代は、奈良時代から平安時代瀦溝はであり、   

時代秘こ小さな差違が認められる。   

Jソ1、L区は、M区とともに高井村の l牧地であった可能′l！巨カゞ考▲えられたが、屋敷跡等は確認さ   

れなかった。  

（a）11号住居跡  

10・12・20号†五屈と重機し、これらより後築。カマドは山fほイ姐Ijし、煙道郡には凝灰岩  

を川いている。貯蔵穴は無い。遺物は灰利爛㍑謹が＝立ち、須恵轟の羽釜、緋なつくりの高子†  

腕等があり、土師溢凋少い。  

－ 8 －   



信用．1棉色上桐（ニッ括軽イJIC）   

蚊二】二枇、轢（¢＝0．5川程ほ含   

む。  

l）：畏色ニヒノバ（C偉才り   

炭化物、伏、焼二1二拉を含む。  

（∴黒糊色土と机色ニ】：との混ニ1：軋  

d：こ1JMに似るか、睾豪イrが少なく   

轢が多い。  

e：山明よりさらに煙が多い。  

O
M
．
寸
寸
l
＝
」
 
 

011サ†＝雷跡  

勅臭 こi．ボ‖×2．7…  

三i三軸ソノ向 N→5・－1＼′  

カマ＝軋跡継に凝伏岩側川  

b  

O L．一．1i．，．」m  

第71宍，11サ住瀾・跡  

節8図11・片住届・跡山土逝物  

一 9 一   



（b）13号住居跡  

カマドの位置が東壁中火やや南寄であるのが特徴的。貯蔵穴は無い。  

L＝144．40  

〔・：≠J．1也二りパ、伏、戊火物、  

焼二1∵柑を含む。やわら  

かい。  

l）（、榔こ似るか湖二1：孝よが  

多い。やわらかい。  

l：ノ．l．～也二1二屑、蚊二1ニブロッ  

クを含む。  

†：㍊色二上層、栂色土、焼  

、－・」一枇、伏を含む。やわ  

らかい。   

H：黒色二1二屑、蚊二1ニブロッ  

クを含む、eJ再よI）娩  

二1二が＝立つ。  

0131j■†机－＝止  

規I某2．951】】×2．611】  

三i三相ソブ向N－9しW  

O lm  Jl二」d  n：封．㌔槻色二1．（C粧イr）l）J“に比べかたい。  

b：緑色二仁（C奉封」）   

少兢の娩二1二柏を含む。やわらかい。  

I Ocm 

；■ 一 ■ ■；■ ■ ■ ■：  

第91裏113号住屈跡及び山士道物  

－10一   



（C）16号住居跡   

17号住居を切る。束南隅に円形の貯蔵穴がある。床面11］火付近には、炭化物が広く散布し   

ていた。  

q4  Q9  

β8  
【：J火  

g：黒槻色土ノバ（少jll．のニ  

ッ店軽イ「」－C）   

少ilとの娩土粒を含む。   

補色二1二のブロックが多  

い。  
11：蚊二l二  

1：きき．も色土屑（少摘のニソ   

岳串豪才汁C）   

少抽の焼二上松を含む。  
j：伏補色二i二、㍊色二1二の混   

二t二屑。  

ヽ 一一  
17サ†引付跡  

016サ†＝バ跡   

規模 4．7‖×2．95‖   

三i三相ソノ向 N－3●－W  
I」＝＝144．00  

n：損硯虻土J再（少抽のニッ岳柱石1・C）   

炭化物を少捕食む。かたくしまっている。   

（1門川細け川－」二〕  

b：略補色二1二屑（ニッ揉睾簑イi・トC）   

やや粘性がある。戊化物、兢二1二組を含む。  

く：∴l．七色」潮（ニッ拓程前ートC）   

炭†ヒ物がl】立つ。焼二いよを含む。  

くi：ノ．l．けⅣ色二1一屑（ニッ沌褒章什トC）  

（－：亦棉也二1二屑   

娘二l二が多い。かたくしまる。  

2m  

ヒ」ニⅠニユ＿d  

O10cm l．．．一；．．．．」  

第101宝116号†三i三居跡及び出二l二遺物  

－11－   



（d）23サ住屈跡  

24号住屈跡を切川、22サ住居跡にりノられる。両壁はl州瞭でなく、西壁と北壁の一郎は推定。   

カマドは凝灰岩を烏屈状に組んだらし  

第11図 23サ†三棚手跡山土金劇梢射－1：金具  b  

2 m  

ヨ．．．】；．．．．J  

一二三丁  

IOcl¶  

トTr一丁r一十－「一，rr－」  

第12図 23ヤ再往吊肛及UⅧ†二l二逝物   

（e）27サイ三i三居跡  

33サ住屠跡よI）後築。西壁と北壁は不川Lll号住居跡とともに遺物が頼も多〈主にカマド   

周辺（壁外を含む）に集Illする。写真8はカマド調査以前のものである。  

（f）33号住居跡  

27号イ三＝細跡に東南隅を′りノられる。逆「L」字型の特異な桃造で、周溝がまわる。カマドは   

大きく帽約1111、凝灰岩を烏層状に組んでいる。出土逝物には、糸切末調盤のものはみられ   

ない。  

－12 －   



k：山掛二似るが、やや…l三か弓貞ミくしまる。  

種れか少ない  
】：損補色二1」‖（少ムl．のニッJ糾象イH▲（1）  

¢＝3川仰の礫を含L・  

i11：才一．㌔也二tこと枇色1二との混二1二屑、礫が多く、  

しまりがよくない  
111】1榔こ似るか、礫をほとんど含まない  

j托事射某‖系   

（斬）   

33－－27  

33サ†紬㌻跡  

一
－
－
 
 

¢＝1c【nれり真の机也二上の7■ロックを含し。  しまりがよくち・い。  0  2m  

d‥粧軋ヵ、二仁プロソクか、 h：…仏側、かたくしよっている．  L」＿＿」⊥＿l11llJ  
■：無色二1：屑（ニパi潮イl’・lC）   

やや粘性がある  33号佃出出川物l－：う 〃・r  

」：∴l．～也二1．屑、糊色二上のプりソクがlⅢ二つ  27り・†仙川l二t二剋物4－17  

¢＝3‖刷tの轢を含む。  

：無色－1こ屑にソ冊紺・トC‘）   

少んとの喋を含む。  

l∴黒色．l：ノ再（ニッ拓棉イr－トC）  

¢＝1→3（両悍度の轢を含む。  

第13図 27・33号住居跡及び33号住届出土7J子  

－13 一   



‾‾二三‾∴て  

O            10cm l．．．．；．．．．」  
㍊刃・†柚㌻跡山二L遺物 1－3  

27サ†軌‡跡目」二j出物 4－17  

第14図 27・33サ住居跡山」二遺物  

（g）29号住居跡  

30サイ三膵‡と重複し、南壁を切られる。束1些川I11を主軸とし、周溝を有する。南東隅の貯蔵穴   

より土帥据の鰭（第16図－3）を出土する。また、須恵損の蓋3個体をJj1土するがそのうち   

の1つは（第16図－7）土師端の杯（第16図一4）とセットになっていた。山士道物には、糸   

切末調盤のものは見られない。  

（ll）30号住屈跡  

29号住居より後築。I1J形の貯蔵穴を南郷附こ有し、内より「コ」の字状l二l練の塞、高台腕   

を出土する。他に脚付紙の山土がある。またカマドには凝灰岩を使用していた。  

－14 一   



f∴l土地」一札蚊二用人  l：J火、荘柑也」∴炊－1この混■■桐＋い：県色J牒（C†拓）礫を含む・l：㌔l他二用、り屑より煙が多い。  

0？■Eレl＝1  
02～）り†刷；跡   

規模 4，72×3．0   

三i三相ノ〃」tニー22■－N  

／  

〃
≠
T
 
 

n：㌔メ．！色ニヒ屑、砂礫を多く含む。  

l）：揖色l二屑（C申簑イl－）   

砂礫を含L・。かたくLょる。  
c：暗闘色二仁（C睾たイf）  

やわらかい。  

d：帰槻色＿lリ“（C軒†り   

やJJ▲■）か〈煙が多い。  

（ゝ：赤捕色二仁、規二仁を多く含む。  

－2（）号†i・居カマト  

03（川・l＝汀跡   

規悦 2．96■＝×2．駅い‖   

※柏ノ川J N－7」w  

㈹   
川は関係 29，：iO  2 m  

1．．．．i．．．．！  

第15図 29・30号住屈跡及び29号住居佃二L鎌  

－15 －   



‾ ＿＿エごニー‾  

10cm  

ヨ．．．．；．．．．t  

第16図 29・30・リ▲†引君跡甘二ll遺物  

（5）M  区  

八幡川Il］河道と思われる谷に向かう傾斜地の端部付j動こ位置   

し、相川城州こ隣接する。ここでは、竪穴†甘旧跡13、二1二拡3、溝  

1条（桃6）を検出した。  

竪穴住屈烏、その肘11土拙二、糸切未調整のものがみられない   

ものが射IIする。また、3基の土拡のうちの2基（土拡3・5）   

も、糸切未調整以前であり、他の1基は、溝6と同じく近世以降   

のものである。この溝の上！lリニからは、五輪搭の空風輪（第171至l）   

が出土した。  

M区は、遺構の重複が激しく、頼高9■li■t：の亜棲を数えることが   

できる。  

S＝兄   

第17図 溝6J11土五輪情   

－16 －  



（；l）34サ†も屈跡   

35－ケ住屠と誼復し、これよI＝‖い。堅糾な休両をもち、堀込が探〈ノ此棋も大きくL区の住   

居とは様相を州こする。また周溝をもつ。山二l二逝物には4仰1休山二l二した購右等がある。  

l一＝1孔㌻30  

2m  

E1■ － ■ t■ ト■ －l  

〒∃云㌘  

・「∃虫ア  

ニ、ニご‾－  O  10cm  

≡．．．．】．．一．！   

31封甘上申より州：巨  

第ユ8図 341川ミ居跡及び川二1二道物  

（b）37サ住屈跡  

9軒誼複した仕刷洋の小のいちばん新しい住居跡である。東壁、北壁は不明。南壁際に凝   

灰岩の山ニヒをみたが、カマドは、東壁南寄りに位讃する。尚、山土遺物のうち、j11L（第19図－   

2）と耳I11L（第191窒ト4）は休拍はI）揮いている。  

－17 －   



a：対．！槻也．1州（多最の  

ニッ抗争たイトトC）   

娩二＝故が多い。  

b ∴揖弼色二l二J再（ニッ兢  

蝉イ／＋C）  

槻色二l二がiほ人、脱化   

物税二上を含む。  

c：県机色＿tリ摘、やや粘   

性あり。  

d：根槻色二1二屑（ニッ病  

躯イl■－1C）  

e：dJ附こ似るが、熊石   

はd旭日リ少ない。  

43号†＝Ⅰ‡跡  

1  l  l  

亜l   
◎4   1 

－  t  

f：畏抽色二1二屑（少紋の  

二・川津甘いC）  

妬写乍。  

：≠．l．けⅣ色二巨と槻色二1二と  

の混二lニノ“。やや粘¶ 

があるh  
I 

l：略硯色＿1リ再（多鋸の  

刺サ住㍍跡  ニッ踊イ汗C）  

2 m  

≡】．．．；．．．．も  

ーノ  10cm  

童．．＝†．．．．！  

第19図 37サ住居働り女びJ1日二逝物  

（6）4・引主居跡及び7号住居跡出土逝物  

B類（26ページ参照）の迫物を伴う住層の一括迫物実測l窒lを次に相戦する。7号住居は遺構   

の過半が現道路赦下にあると推定される。4号住屠は整理職階で二軒並陵の可能性が考えられ   

た。B類の他、D類の遺物も山土する。B斯を4号一a、D甑を4号－bとした。  

－18－   



‾‾‾＿土「‾  
1   

〒≡∃＝＝＝＝プぞ  

7り†油川l．仁j出物1－′l  

－tり・†仙川l二上皿物（a）5－13  

（l））1I15  
O…  

二t＝  

第20図 参考医＝両 逝物畑型B矧闇物実測＝刻7号†三軌ト4号住居  

第3表  遺物一■覧表   

01け住屠跡（弟51窒1）  

遣物番号  帯 種  法最c■ll   技  法  等   胎 二l二   硝  考  

l二】総外的＝まログロ便川のナデ、体   色調机色。底部を欠く。  
二1二師帯 ハガマ  口径26．0 残高21 

写武一1      ．0  
に桃川、二次焼椴あり   

ll径30．0 （復元）  
2   二l．二伸 器    残高11，0  口練郡内外面楢ナデ。休部 休部下半を欠く。  

3  
叩 JごL  全長39．7  

砂粒含有  也訓灰l三l也。二次焼痕 あリ   
コj：正一2  

l二l径8．1  

カワラケ  日夏元）  也朋淡硯也。焼成一什く  

状土器    底径6．0 （復元）  
高さ2．4   

011サ住屠跡（釣8図）  

lI径11．0  
土師拙  杯   底径4．0  

高さ3．3   る。50％城   

色調補色。焼成良。ll  
2   土師 帯  l】径11．2 底径6．0 高さ3．5  休部■卜牛へラ！1jり力箋。ナチ調整。収  砂粒含有     腕   部に帖ニヒをひき上げたあとがある   綾部一部欠。   

－19 －   



遺物番サ  器＝1沌  法統川   技  法  胎 二l二   棚  考   

3   狛 点．描  l一律11．6 ～13．0  ロクロ掛i：ク。粕仙こ臣＝リ1あI）。紙 部回転糸切、晶イ川．1i付後川辺部ナ  
デ調整。つ〈りが維。招lり形   し1   城。l勺面×lてIlの刻練   

苗さ4．5  

l】径12．7  

狛：悪∴帯   －13．1 底径3．3  
4       高さ  チ州i付け。つくりが批  し＼   ぶしがかる。95％残   

4．1－6．0   

須悪・描   色肌依色。二次焼痕あ  
5  ll径20．2 ‖如亡） 残高8 ．2   リ。40％城   

11径19．8  l二l綾部及び川恥のl人J外IrIi、ロクロ   色調J大凡㌔也。二次焼損  良      （復元）  あり。休部←卜半を欠く。   6   二l二代ili帯 羽 釜             残高11．D  によるなで什．卜げ。瑞相 
色別灰白色。紬は洩緑  

7   灰  柵  1】径21．3  休部外面にログロ痕の凹だlがのこ   j二束－5  輪 花成  残高4．7  る。制服刷り毛決り。輪花は退化   緻密  色。火山戊堅緻。底部欠。  
束漉か   

8   灰  州  底径7．5  糸・り」後詩－け川i付け。その後l叶転利   也洲、伏l′一也。底部のみ  
高台付塊  戟請一Ji2．5  川のナデ刑楷。  緻密  

100％残。雌他郷農か   

013け住居跡（第91剥）  

上 伸 帯  lI径19．2  l二1緑部1ノ、け川＝黄ナデ、指おさえの 痕がある。川棚十黄ソノ向の、休部▼卜 半は縦プノIrijのへ到■jりが㍍捕： 色調赤槻色。焼成良。   
：／メ真一6   

。   

底部欠   

ll径12．3  
2   ラi’i恵絹   底径5．7  ロクロ成彬。底部回転系切末訓棺  轢を含む  色別依初色。焼成良   

：≠j：真一7   Jイ、  高さ  80％残   
3．5－4．6  

l二】律13．】  

3   壬i■i通：需   底径5．8  ログロJ動「上告紬仙こログロ娘明瞭。  礫を含む  色胡灰槻色。焼成想い     さ  杯  高  砥部回転灘叔未訓螺。  70％残   
4．1－3．8  

016サ†≠回跡（第10図）  

ll径10．7  
口綾部及びlノ、川lけデ調整。休部指  

土 師 器   底径5．9  杯  
高さ3．8  

2   二仁和け侶  lI径12．1 底径6．0  
写真－9   試さ4．2   

3  
lI径13．0  色別伏色。焼成やや‾tt一  

：年女一8  須‥恵∴帯 il■ノi王手付…L   底径6．1 高さ3 
．7   

ログロ胤睨休部外Irtiにログロ痕  
慄・砂粒 を含む  

4   須 恵 器  卜1径14．d 底径8．6 高さ5．4   のl凹ハがl州肝に伐る。lノ引址底部に  （多い）  色調伏 

ヂ州付け。雄なっくりで、全休が  
ゆがんでいる。  

5   

＝径11．2 （復元）  
ラJ’（恵描  腕    底径4 色訓‖天白色。焼成良。  

．0  
高さ3．2   

40％械。   

壬i■i恵 描  底径7．4  ログロ成形。底部I11地三糸り」後高ホ   
色調灰色。焼成良。二  

il■さi‡州●塊  残高4．6  貼付け。   
砂粒含有   次焼痕あl）。底部のみ  

●●  

壬j■（恵据  ロクロ成形。砥部lノ車両にl㌦）回転 ‘ 色調淡糾色。焼成引い。  
il■い狛廿碗  7．0 残高3．7   糸切後詰プj≠州；付。詩一JifTの付け〟は 経である 

。   

底部のみ100％城   
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遣物番サ   暑謹 柵  法二i－しcll】   技  法  胎 二ll   仰  考‘   

土帥 帯  し】径18．1 （元）  ll綾部枯ナデ。指おさえの痛が城  礫を含む   二次焼痕あり。11緑部  
8  復 城高7．0         羽  釜   る。輪梢痕あり。  のみ40％域   

軋抑伏補色。利昭湖瀾  9  灰  榊  lI径16．2 （復元）  底部へラ刑蛤後i‡■げ州i付け。紬は  良 砂粒少猿  商≠洞●腕  底径7．5  
含有  

也。40％城   
高さ4．6   

lI径11．7  色調九日天色、一部灰色。  

10   
須∴山 推   （復元）  ロクロ成形誹封佃叶転糸切末訓整。  良  焼成－けく、内外面とも  
腕  底径4．5  轢を含む  いぶしがかる。40％城。  

高さ4．2   棋士lいより。   

023サ†引付跡（第121馨】）  

須 恵 器  lⅠ径24．8 （復元） 城請■～i23 
．0   

2   土帥卜帯 羽 釜  残高5．7  輪頼み痛がある。   砂粒含有  色嗣暗糾也。二次焼痕 あり 
。   

lI径12．1  

3   須 恵郡   底径6．0  ログロ成形。底朝帥怖諸㍑J後高台   轢を含む   色別決闘也。焼成やや   
写嘉一12  高育付娩  高さ  貼付け。つくI）が経である。  什い。l二l綾部一部火。   

4．8～5．0  

033サ†朝軒跡（第14図）  

lI径15．6  
色調亦糾也。触戊1辻。  

二l二伸 器   底径9．0   l二1綾部一部欠。   杯  高さ 4．4～4．8  放射状の、底部 
目線部桃ナチ。休部外面描け川り、  

色調赤硯色。火山飢4。  
2   土師 器  Il径12．6 底律8．9 高さ3 ．5  l二Ⅰ綾部一部火。   

がき痕がある。  

ロクロ成什き。l人州iに油状のlリl凸が  色調灰色。焼成良。完   

3  須 恵器  口径17．2   ある。外面トIrliにl‘燃榊がかかる。  田    写真－25  ＃  高さ1．8  形   

第131メl  
写尭－24    フリ了・  城長10．9  柄の一部に木部が残る  

027サ住屈跡（雛14図）   

li 須恵器  色調初色。酸化炎焼成。  

写真－14   高台付腕  l】紛判一部火。   

ロクロ掛け。休郡外竹＝こl州IIが城   也詫耶炎訳糾也。樅化炎  
5   須∴恵∴拙  る。底部l■帖三糸切後高ナ州i付け。  砂粒含有  

6  ≠i’i恵照  写夷－16   高台刊■塊      ロクロ成形。内面底朝にハ。回転 糸切後高子川津J●け。つくりややて いねい 
。   

さ 5．1  郎と休部の1克に桝i二束がある。   
7   須∴恵∴端 －l・．⊥      ログロ成形。糸切闇帝け削付け。  砂粒含有  色訓灰色。焼成やや悪       底部l句両に眈l大の凹凸がある 底  粒了・が荒   ∫1～圧汁」一塊        し＼  い。   
須恵器  径13．8  也調典補色。椴化炎焼  

8   高台刊一塊     径6．2 さ5 
ロクロ成形。損両に波状の1リl凸あ  

≠i’i恵 照  底径6．5    リ。l人川山村部にl‖l。底部川縦糸切  轢を含む  色別炊まl．㌔也。lノ」外面と   か付腕  ii■～3 
高  城i．6   後、Tl一丁j翻情イ車ナ。内面ヘラ替らし  い、ぶしがかる。   

きものあI）、帖溌不能  

須∴恵∴錯  底祥6．6   ロクロ成形。1ノ冊‥底鰍こ波状のlり】  轢を含む  色調灰裾色。焼成やや   詩一～壬州●塊  域7 
．3   
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遺物番号  昔話 榔  法二塁■l：川  技  法  胎 二l二   繊  ・   

灰  榊  
良   

色調灰色。平山ま淡緑色。  
ち：嘉一15    i‡■Jj台付…L  

さ3．0   
50％械   

径11．2  

12  二巨 帥 路     径4．7 さ  
写真－17  Jイ、  底部内面に凸。  砂粒含有  也馴淡補色。焼成良。           完形   

1～3．8   

13  上作lト器 J不    径11．1 径5．7  
良   

色朋淡机色。焼成やや  
さ4．3   恋い。80％城   

l  

‖罷元）  

良   
色調淡初色。焼成1辻。  14  ニ上 伸 器   止  

（復元）  
40％残   

B   

l  

ニー∴帥器  
（復元）  

小三出盛   斥  
也調淡補色。焼成良。  

13．4  
成部欠。40％械   

ケ   

ログロ整形。しっかりしたつ〈リ。   色調暗補色。二次焼痕  

15  ≠j－i恵帯  
羽 釜   

残高7．8   ロクロ整廿㌔つばの州削に指烏さ えの痕がある。  砂粒含イJ●  軋抑依色。焼成浪   

029サ住居跡（第161宝＝  

二1二 帥 帯   口      匹 m  嘉一律14．7 克径7．5 11ノiさ3．6  口緑及ひ半‖rlけデ調整 。休郡外両  砂粒含イj▲  色調暗赤机色。焼成良。   
ll径12．3    l二1綾部及びサ＝rlけ一デ調矩、イ叫l肝  

2   二上 伸 器   “廷元）    ながら放射状のへラみがき痛がみ  礫を含む  也調赤補色。焼成良。   揮  底径7．8  
高さ3．0  

lI径18．7  
lI紬部内外面楢ナデ。休部外両横  

色調赤槻色。焼成J4。  
3   二1二 伸卜端  巴 m   底径11．2 高さ7．5   方IJりの、砥部不定ソJ‘lJりのへラ捌。  砂粒含イr     盤    内面休部に、不l牲瞭ながら放射状 のへラみがき痕がみられる 

。  

4   二1二輌卜端   l 巴 m  I径12．4 庄作11．0 l一石さ3 
坪        ．2   I）。 l二t緑部一部欠。   

5   ≠j－i恵・描  蓋    I径12．9 一さ2 
石．5   l條刹那一部火。   

也調帯状也。焼成良。   
6   子j■i恵描    二】径13．0  ロクロ成什き。外l仙回転へラ削訓蛸、  良  写英一21  蓋     －1仙こ典l：I也の榊がかかる。  完形   
≠jて 悪者謹      ロクロ成形。州rlけデ、外的‖l】帖三  礫を含む   色調脊灰色。焼成異観。  

7  蓋     へラ＝り調鳴。  l二l綾部一郎欠。   

第15図 ：／j二真 

一20   

030号住居跡（第16図）   

8  ラi‘i地：端  色調灰l；】也。焼成やや  
写真－23   高台付挽   

m   
悪い。60％域   

ロ  
（復元）  

色調赤裾色。焼成良。  

二次焼痕あり、l】綾部  
9   

二l二師 帯   l  朋蛙。脚部ナデ綱盤。指おさえの  
8．9  

から屑部にかけてスス  

m   
付弟。50％械   
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追物掛り・  器 椰  法嗣c川   技  法  胎 二ll   仰  巧－   

lt紬郡桃ナデ。井ほl；桝ルrりの、休  色調赤褐色。焼成良。  
10  二1二帥・紹  lI径19．8   郡縦プノ向のへラl】jlj。Iノ川iに輸梢娘   
：り：真一22  鯉  城南23．0  の捏＝！llが残る。ナデ胡坐。l沌新郎  良  二次焼痕あI）。底部を  

には指おさえの痕が残る。   欠く。  

034号悼惜跡（第18図）  

土師・据  （復元） ∪径19．1  砂粒含有   色調赤初色。焼成良。  城端7．1   

（復元）  

2   須 恵 器   ＝径14．0  ロクロ形。回転糸切台 貼イ車ナ。lI唇郡へラ状のもので切  色調灰白色。焼成良。   
落す。   40％残  

高さ3．2  

＝如己）  色調灰補色。酸化炎焼  
3  

井出了28   耳 I11L   lI径10．6 底径5．6  
詩1Jjさ2．8   付を含む  50％残  

砥  イニ丁  長さ11．1 iモーブjさ4 
ごり：光一26  ．2   

037号†‡i三宿跡（第19図）   

須恵帯  色調灰色、一部灰青色。  

写嘉一29  J不   

高さ3．8  
90％残   

‖奴元）  

2   

須 恵 器   lI祥13．9   ロクロ成形。底部回転糸・切後高台  轢を含む   色調背灰色。焼成J4。  

川L  底径7，8  50％残   
高さ2．7  

色調赤灰色。焼成J辻。  

3   」二帥器 拭台塊  卜灘㌘昌 底径6 一部いぶしがかる。  
．9 残高4 

．2  
50％城   

4   

些 闘 l拘   含む   須 恵 端  皿     ．9．6 ．6．3 1 
ログロ成形宣け川l砥部にlリⅠ。底部  色調灰色。焼成やや悲  

5   須恵器 高台腕  底径7．7 城南2．9    l坤転糸・切後il一相川Ii付け、その後用 辺郎ナデ調整 
。   

口綾部l人J外面械ナデ。休部内面に  
6   二11帥 器  ll径20．5    輪梢み痕、l一棟郎に指おさえの痕  砂粒含有  色調淡赤禍色。焼成J4。   

：り：光一30  醜  戦闘18．3   がある。外面局部桝方向→の、休  休部下半を欠〈。   
郡斜＼カ向のへラ削。   

○（参）7号仕居跡（第201刻）  

（視元）  

土 師 器   l二t径12．5 底径10．3  良   色調赤禍也。焼成良。  
高さ2．2  〟向のへ利一jlj。   砂粒含有  50％城   

須 恵 帯    径13．1 径7 
2  ．2 さ3．8  ロクロ成形。底部回転糸切後、周  礫を含む  色調白J天也。焼成J辻。   杯    辺郡へラ調整。   I一線郡一部欠。   
3   須恵器  蓋  l タ 

・   

ログロ成形。郡面に波状のロクロ  色調自灰色。焼成良。  
4   須恵器 高台刊一塊  叶 匹  簑径6．4 曳商4．3   痕が残る。底部高台貼イ寸け後へラ 調蝦 。ていねいなつ〈リ。   
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○（参）4サ住屈跡（第20図）  

遣物番サ  需 椰  法景c川  技  法  胎 土   備  考●   

5   
二l二師帯 J不  l 里  色調淡補色。焼成良。  

皿   40％残   

復元）  

6   

土師・絹  杯   ［咤 ほ 邸  

岡  

良   
色調赤禍色。焼成良。  

7   土 師 器  l ヤ  （復元） 】径21．3 淋病9．8   l二l綾部及びlノ、川けデ訓蛙。后部横       淡     プノ向のヘラ削。  休部を欠く。   

8   土師器 J不      111．0 、6．5 3．5  廿級郡及び内面桃ナデ。イ本部及び 底部外面へラ削。l二1緋柚二指おさ えの痕が域る。  砂粒含有  色調哨赤肌色。炊成良。 50％残   
ラj’（恵・描  

9  良   
色調灰色。焼成J4。80％  。12．5 二6．5 3 ．5   域   

径12．6  色調灰青色。焼成良。  
10  須恵岩謹       径7．7  

杯      さ3，4  60％城   

（復元）  

内面決祖色、外頼り大仏。  

四  須 恵器  l 彪 7！  ド  ログロ成形。庖調川ハはなし後l百l  礫を含む   焼成やや‾tト、。40％残、 高台を欠く。  
（復元）  

須 恵 描   l二l径12．3    ロクロ成形。底部、Ili日伝へラ削調   色調灰色。焼成やや■什  
12  砂粒含有  

1日   

13   
ラi’（恵・据  lり羊18．1    ロクロ成形。外1柚回転ヘラF■川調整。  礫を含む （少崩）  
蓋  高さ 3．9    つくI）が良い。  良   形   

復元）  

14  土師器  川L   トIた 底モ  
色調赤初色。焼成良。  

条7．2  60％戟   
高さ  

復元）  

15  土師器   日子・    筆16．0  ロクロ成形。帯面にロクロ痕のIlり  良   色調赤褐色。焼成良。  

塊  適 71 u  吏径9．5 石さ5．8   ltlが残る。底郡回転兼切換調整。  砂粒含有  50％戦   
（7）いわゆるトウノコシについて   

a 伝  承  

前橋市総祉…丁高井字池川に「トウノコシ」と過称される50坪程の荒地があった。トウノコ  

シは、比高3m程の谷にあI）、周l川を水川にl川まれ、そのすぐ北側では叔近まで清水が湧い  

ていた。トウノコシは、一仰の禁忌地とされ、耕作はおろか人々の立入さえ仰かられる土地  

であった。  

そこは、総社Ilけの光厳守境内に現存する「伝来兇寺屑塔」（†l了指定重文）の故地とされてお  

り、トウノコシ（塔残し、塔の腰）なる地名のltI経となっている。またこの付近には、寺沢、せ  

うもっこ河原（書物J盲帥丁収）、トウカキ、寺橋等の地名・楠名がある。これらのことから、トウノ  

コシには中仙こ栄えたとされている「東兇寺」と関述する何らかの迫構の存在が推定された。  
盲－iミ1  

東覚寺なる寺院は、文献にはあらわれず、その実態は定かではないが、ただ暦応元年（北糾  

年号1338年）には既に存在しており、その廃絶は戦国時代のことと一世、われる。これは、・艮野  
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第211￥l仮称「トウノコシ」遺構平面図   





県南佐久郡白け川†川l二！の上官寺（l浮川J‘新渦神社神宮寺）梵鐘の銘文にl刈らかである。「南l柚子   

拉 大目国 上野圏 群鴨郡 高井郷 東党寺推錬 磨応元年成荊十二月－t」・一口 大工浄円   

当時衆徒等 勧進抄l】－j良義 本願主昌助藤原亀と（山九 （以下迫刻）信州佐久郡川口神宮寺   

比郡＝口左近将監・良能 奉寄進新海大lリ榊御宝前 天文十二年焚卯十一ノ‡トト二日」この梵鎌  
注2   

は、武川氏の上州攻略の際、武川プラ‘の軍勢に持ち去られたとの伝承がある。  

さて、光巌寺境内の伝束覚寺層桝は、相輪、七層、桝身、二重基台からなり、総高4．17m   

の堂々とした屑塔で宝町時代の作と推定されている。これがトウノコシより光巌寺に寄進さ   

れたのは幕末のことと言われ、明治十咋には光巌寺に存在していた。また、光厳守基地内に   

は、明応l卦年（1495）銘の輪廻搭があり、やはI）束覚寺跡より移されたものと言われている。  

部を含む）には東見守なる寺   これらより、高井の地（現在の総社けけ高井及び青梨子1I】1●の一   

院が中世に栄えておl）、現在のトウノコシ近辺がそのl牧地として推定されたのである。  

b 遺  構   

トウノコシは第2図のように谷の南仙こ位閲し、南及び西側は40～50cnl、東及び北仰＝ま約  

1m高〈、台状の不等辺四角形をなす。弧状では雑木が繁り、水川と桑州＝こ囲まれていた。   

酉側面は水川によって多少削られている様子がうかがえた。樹木伐採後は、偏平な地表耐こ   

人魂大の大量の石が散布していた。主に、周囲はの比高差の少い地点に集中しており、周辺   

からトウノコシ内に廃棄されたものと一敗われる。また、地表面で、は、礎石、塔の基礎等は認   

められなかった。   

30cnl程の裡土を除去すると、黄硯色のl調い他山（Ⅷ・Ⅸ層）がJilる。ここでは、地山を削   

平し、西を除く三面を畔拙こ抑I）残した遺構が検出された。（これを「トウノコシ遺構」と仮   

称する、折込参岨）畔状部分は、東・南・北の周縁部をめぐI）、祀引Ilけではほとんど高まI）を   

見ない。施用IJの畔状部分は、約90clllの小で高さ20cll】としっかI）しているが、南と北では巾20   

－40cl11と狭くなり、高さも低くなる。畔状部分に囲まれた平上欄i分は、南北8．9～9．3m東酉  

14．9－17nlの台形で、北東に向ってやや高くなるもののほぼ水平な耐である。酉辺と南辺及   

び北辺はほぼ直角で、束辺は南辺に対し約200外に開く。ここでは、造物の山土もなく、礎石・   

礎石跡・杜穴・版築等の造作は認められなかった。なおトウノコシ遺構蘭側の沸三条および   

非戸状のピットは後せのもので、トウノコシ遺構とは直接の関係はないものと思われる。  

C 遺  物  

造物は、トウノコシ遺構磯土小には認められず、大半は表軒＝こ散布する大量の石とともに   

見山された。前述の過り、トウノコシ遺構に碇接つく過物はないが、東覚寺の一部と推定さ   

れるトウノコシ周辺の状況をうかがうことができよう。  

仏教関係の遺物では、五輪塔空風輪、宝挺印塔笠部の破片、板碑片がある。生活遺物とし   

ては、石臼什三片、中世以後の陶磁器片がある。他に瓦片二什があるが、一片は布l］瓦、一   

片は近一世以後のものである。五輪借空風輪は、南北期末期から室Ilけ時代初期のものと推定さ   

れ、石材は角閃石安山岩、椅大高24．6cl11最大巾16．5c111を計る。宝匿印塔は、笠郡の破片で室  

Ilけ時代l・l明1のものと推定され、イ．川れま角l刈イイ安Il」岩である。板碑片は、緑泥片岩と絹雲・馴十  
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岩の二杵があり、いずれも銘文・測線等は認められない。1㈲磁欄け．‘は、いわゆる軟磐陶描か   

ら、志野・現代陶まで他の遣物と鮎こ廃棄された形で山ニヒしたが、多くは無地和の焼朋l和帯   

である。しかし、全て小破片で端形等の判別は不可能であった。石臼は、三什ありいずれも   

径が20cm内外で茶臼と思われる。他に、人頭大のl三‡然イイの一郎を径7c目深さ3c111ほど捕鉢状   

にlリはせたイさ「が一個発見された。  

d 小  結   

トウノコシでほ、基相、礎イ了等の寺院址造物の痕跡は認められず、伝来覚寺屑塔の附所在   

位置も椰定できなかった。しかし、トウノコシが立地＿＝ノiJ辺から孤立した地形を成し、「トウ   

ノコシ遺構」と仮称した追捕が存在し、仏教的、小・世的な逝物が表面採集ながらも見出され   

ること、伝来見守層情の伝承等からして、トウノコシの周辺に束′鼠寺が存在していたことは   

十分予想されることである。また、トウノコシが何らかの特別な土地であったろうことも十   

分予想できよう。ただし「トウノコシ遺構」の牲棉が不明であI）、そこが東兇寺跡の一郎と   

は速断しかねる。  

ところで、東覚寺の廃絶は従来職l封時イじに武11】氏の－1洲攻略の際に廃絶したとされている。  

トウノコシには、火災の娘跡はなく、前述の梵鎌鰍こは、「天文十二年に川l：卜良能が朴一宮諸に   

543）以肺こ武川氏が上野図を侵攻した様子はな  寄進」の旨記されているが、天文十二咋（1  
汗3   

〈、l＝口良能なる就こ巨も、武Il卜信玄に反抗し11圧】城で討死（天文－t七隼）しており、武川氏   

による東兇寺廃絶の伝承は信じ拙い。いずれにしても、■川蟻川：の他には東覚寺という寺院  
汁・l   

が存在し、天文十二咋以肺こは廃絶していたが、その跡は、推定地（トウノコシ）付近の発   

掘調査にもかかわらず細定できなかった。   

ⅠⅠⅠ ま   と   め   

1 遺  構   

（1）溝  

Ⅰ区、J区における溝及び溝6（L区）の′lで蔓ミ格は不l刑である。北から商流する桃4（L区）   

と柵6（M区）は、M区の前の谷（水川）へ向うと推定される。現在、東西堀とIl利どれる川水   

が、2粂の溝のすぐ束を並行する瓜、昨咋度調査で検Lllされ、湘抑l」水と推定された満と形状   

が似る点等よI）、この2粂はIl糾じこそ違え、沸汀蛇川水ではないかと瓜われる。  

（2）竪穴住居  

奈良時代に属する住居は、・長浦11を東西ノルjにもつ。一方平射1車代に属すると思われる住屈は、   

26号住居を除き全て南北プJIJりに長軸をもつ。長軸のプJ位をもとに類型化とすると右表のように   

なる。 なお、プ7位は磁北を基堆とし、北は真北よリ6040′束へ偏している。  

表のように3租（ほぼ乱北から20－30のズレ）4頼（真北から30－100東偏する）に平安時イじ   

の住居が集中しておI）、仰向として、4類のプ了が時代が7！丁そうである。また、L区の3類及び4   

類の住居の配置を見ると、それぞれ匹＝こ閃く半円上に配列され、lい火部分は空白である。また、  
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第4表 ノ．川棚川ミ居一覧表  

翔   長 州 ソナl「り   †二iミ  Ji！；・  番  

架  西   26サ、2（）サ、33サ、41号、43サ、44サ   

2   N－70－EよI）束偏  口 1サ、2・り・、3サ、4号、（）り・、37号   

3   N－50－W－ N－30－W   5サ、16サ、20サ、22号、23り・、25号、2㍗∴34・り・、36サ   

4   N－50－W～ N－9O－W   10サ、11サ、12サ、13号、18サ、21号、30号、31サ、39サ   

5   N－100－W－N－13O－W   61∴14▲り・、15サ、19サ   

6   N－160－W～N－170－W   7サ、38サ  

それぞれの半lりは多少のズレはあるもののほぼ誼なる。すべての仕居の長軸と柏軸の比の他を   

算出したが、比の附こバラつきが大きく、パターン化できなかった。カマド軌道ほ、一つの例   

外（16号住居南壁）を除き火矧こつき、時代が下るにつれて東壁南描に移行する傾向があり、  

l司時に肝臓穴も洞滅するようである。カマドの榊造は、他山から・り川出したと想われる末l址結   

の凝灰岩（lX層）を焚口部分にイ勅l＝ノたものが14軒認められた。また、頼も新しいl甘代に属す   

るとノ軋われる住居では凝灰岩のイ勅l」は認められず、Il廿「がイ勅lほれていた。  

（3）トウノコン   

トウノコシと東見守との関連をつかみ糾なかったのは残念であった。トウノコシ周辺の今後   

の調動こ期待したい。また、束見守に関する文献が知られていない以＿1二、来見寺に関する伝水   

を詳糾＝こ検討する必要があろう。  

2 遺  物  

本調査では、竪穴住居が遺構題物の大ユトを■！iめており、造物も森山、平安時代のものに基申し   

ている。経文時代、lい世、近1仕の逝物は粁l∴比られるが、弥生時代及び鬼高jU＝よ前の避物は仝〈見   

られない。ここでは、竪穴†‡仙川比の逝物について若二l●・の考察を加えながらまとめることにする。  
Fiミ5  

（1）逝物の畑型化（第5表参冊）  

告制の変化に付意して本槻報にあげた†三柚ナの逝物を粗製化すると下表のようになる。   

A類 糸切未調整の全く山土しないグループを一拍した。土師帯は、カメ、杯、須恵帯は〃（へ  

ラ・切り）、諦げ†杯（ヘラ・切り）、蓋がある。Jイこは全て刊寺へ引■jリリで休郡に段をイ手するもの  

もあI）、目線部は、内相する。また】ノ1榊＝こ昭文をもつものもある。蓋は概ね天井が浅〈、  

端部にカエリを有するものが多い。ツマミは、リング状（14図－3）又は宝珠型の退化し  

たツマミ■い火のやや凸＝したもの（161到－5、6、7）である。   

B類 コのナ‾ト状口練を有するカメと、糸切後周縁部調盤及び糸切未調整の須山林が州税する。  

明恵杯は休部が蔽線的に閃きつくりが【J‘寧である。高台腕高ハ杯はへラ切の技法が残る。  

蓋はカエリが消滅し、ツマミ部分は111火がへこ む。灰利購吊甘渦釜はない。   

C類 コの字抑l練を有するカメの外にやはリコの字状口絨をもつ小型カメ（脚付を含む16図  

－9）が山現する。へラ別の技法が糾え、；∫i恵Jイ、は全て糸切未訓整で、＝嫁がやや外反し、  
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第5表 墨 制 一  

壬′i  t  灰 軸   

羽満載商叶  
九  備   考  他 の 逝 構  

Jイ、≠；fi蓋‡‡  塊111L   

論」イ、城川1川1  

03  29ヤフタカエ  9号、38号、41号   

○】  りつき   43号、44号、45号   

01  0101  フタカエリ州  

02010■○】 ＿（へラリノ）   
滅  

02  3号、5号、6号   

010∠ 01△   10号、12号、J14号  
18号、19号、26号  

0 0】△  28号、31号、36号   
○ノ  38号、39号   

02 0－－   01   ○二’  15号、21号、22号   

○フ○こ～○■  
27号高台塊根  

化炎、焼成、  
24号、25号  

△  07  

02  0■   

3個体  
002  

2サよリカワ  
○   ラケ淑二L器山  
土   

（○は住脚二つ〈むの、△は多少疑IE11のあるもの。数字は個体数）  

○：3難  

（北北に近い）  

×：4鮒  

30－10■ 架偏  

無印：その他   

主軸リブイ山こよる鮒里  

遣物による畑灘  
那2図∫一一区概念図   （二：：  

○：C紬   

×：D莱Jl  

無印：∧鮎  

二 
二  
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ロクロ痕をl川畑こ残す。また、高否Illl．が州現し、高子7脱が多くなる。商台腕は、B封ほり  

焼成、つくりともに鮒＝こなるがD紺ほどではない。描厚は洒く、休部は内攣しつつ外反す  

る。高台は底部外端部に帆くつき∴托台脇はよくナデつけられ、接地ノ∴くは高台内側である。  

羽釜と灰利爛拙まともに一部の肘．与力ゝら山土するが、いずれも小破片である。  

l〕封i羽釜と灰紬陶損が出現する。遺物のバリエーションが芳：！1・；てである。羽釜は、II繰郡が1ノ」  

傾するものと寓に立つものがあり、ツバは概ね断面三川形である。羽釜の多くは、帯厚が  

厚く、つくりも丁寧であるが、器J辛が蒋く、焼成つ〈りとも紺．柵なもの（12－1図1）も  

ある。須恵舘の腕杯酢ま、いずれもつく り焼成が悲く、小には、いぶしがかかI）l勺外面とも  

に黒色のもの（101到－10、14図－4）もある。特に高台碗にその傾向力漕しく粗製乱造を′凹、  

わせ、小には恨化炎焼成のもの（H図－4、5、8）もある。焼成‖キの歪みが大きく器厚烏  

C肌こ比べ厚く、l個郎の外反するものが多い。訪わは糾錐傾向が署しく安定牲を欠〈。  

紆釦lILの高台も同様である。二t二帥器杯は休部が剋線仙こ閃き、須心服を模したものもある。  

（11図－2）。ここで特徴的なのは、27号住屠≠土の二1∴帥杯である。（14図－12、13、14）  

この三瓜に対ける帯形は、27サ†三i沖；・以外では全く見られない。   

E期 ニヒ釜（6図－2）とカワラケ状二上端（6図－4）が山現する。羽釜はl二l綾部が短〈内徹  

しツバは断面職頭三川形である。また、この野＝こ属する†も居からは、瓦のJ11土がある。  

以上、調川をもとにして逝物の朝型化を試みた。A粕は糸切末調螺出現以前として把掘した。   

一ソナ国分柑＝こ相当すると′軋われるⅠ〕類以‾卜は、煮洲川共の変化によって大きく三期に分けられ   

よう。B・C期及びD耕そしてE類で、ある。  

B・C租は、羽釜山現以前のものとして把捉しておきたい。新潮りtj典は、コの字カメと脚付   

カメを含む小型カメである。B封＝こは腕類にA類の技法が残る。C類で、は蓋が湘成レト型カメ   

が出現する。  

D封‖ま、羽釜灰紬陶帯の住居内への持込みが一般化する時期として把粧したい。ここでは、   

遣物全体に判1．雑化傾向が認められ特にラ1■川県甘高台塊に著しい。この仰向は次のE対iにも結くと   

′似われる。灰剰1陶端は、ほとんどが053期のものと皿われ、胎二じから就地は三地点推定され、   

その一つは束濃系であろう。  

（2）主帥〃立による類型と逝物による粗製の関連について（第221到参jlくり  

本調査地域にあって比較的遺構が施申し、かつ広軌囲の諏慨が可能だったL区における国分   

期の竪穴住居の主軸カー位と遺物との関連についてふれる。第21図を参冊されたい。  

図によると、方位による畑型は、ほぼ二つに分かれ、それぞれほほ遺物による類型と対応し   

ている。すなわち、「○→○・×→×」のパターンが戌り二立つ。これは、3榔こ対してC規が、   

4附こ対してD租との対応関係に概ね相当する。  

また、逝物類彗崇秘こ各†三相；・の配椚を見ると、C規に不規則な而が兄られるが、ほとんどの住   

居が酢こ開〈半円上に二〉ソニ地しており、居住地の選定上興味牒い。  

（3）小  結  
i▲lミ6  

E期の土端は、それを目す仕居の薇二1二上に浅㈹11レ起iわ；ミのB恨イ丁屑があり、体面との肛柳こ小  
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汗7  

があるため11壮絶後半より下り得ないと一軋われる。また、二l二釜、カワラケ状土拙の出現は11・世  

紀初娘と推定されている。  
盲■iミ8   

次にD耕であるが、羽釜の山現‖引UjがD別の時期の．上l収となる。一プ∴27号住屠出土の挿（14  
汗9  注10  

図－12、13、14）の封‖以例を見ると、上野国分寸l隣接地城では10世紀代、埼玉賎し1二里村川中前  

遺跡では10世紀l1噸に位置づけられている。   

A粗は、上野国分寺隣接地域発掘調査報普記賊の逝物類型「B類」に相当すると思われ、「B  

鮎」は8・世紀に比定されている。本遺跡Ⅰ〕・C軌は、A甑後、D類以了鞠こ位置づけられ、B粕  

をその前期、C類を後期に位置づけられよう。   

このように見ると、A畑を奈良時代、B類C勅を平安時イ■川］期以前、D類E租を平安時代lい  

期から後期と概略見ることができ、A類B畑C鮎D類E規の川則こ変化するものと考えられよう。  

また、E顆の下限は、一応11・此紀中半頃と考えておきたい。  

Ⅳ 結  び   

本遺跡は、奈良時代平安時代の竪穴住居跡を小心とした遺跡であった。L区及びMの竪穴住屈を  

見るとA頬に鳩する一連の住居群は、M区とL区の南側の谷に近い所に位置していた。一方LL真の  

D机こ偶する一連の仕屈据は、酎こ閃く半＝J上に分和しておl）、半ll］の内側は空泊地になっていた。  

C類の住居群ではバラつきもあるが、光きの空白地は意識されている様子があり、やはI）傾向とし  

てⅠ〕類の住屈群が分布する半llJにほぼ一致した半lリが想定される。同一時期に何軒の住居が存在し  

ていたか特定はできないが、C難からD頗へと住屈仰の継続が推定される。L区M区において、B  

類及びE輔の逝物を伴う住居が検J1ほれなかったが、この点も万引主他の選択上興l床深い。   

E規の遺物を†三1乞う住屈はⅠ区で2軒検山されている。（1号2号住居）この2軒は、住居の構造、  

山土遺物の耐で共通点が多い。特にこの2■紆はカマド内壁に瓦を仲川している瓜が注目される。正  
子iミ11  

を伴う住膚は54年度にも1軒検出されている。瓦を伴う住屈闇非′馴こ数がl収られておI）、数畠的に  

は特殊な存在である。2軒あるE類の迫物を伴うイ三相；▲淑プブよI）丸の山土があり、E鮪住居では瓦の  

使川が一般的であった可能鼎も残されているが、資料的な根拠に欠け、やはり特殊な存在として捉  

えられよう。いずれにしても、不遇跡の南方約2kll】にあった国分寺国分尼寺及び山王廃寺との何ら  

かの関連が恕走されよう。   

トウノコシでは束覚寺と直接関迎付ける遺構遺物は認められなかった。仮称トウノコシ遺構は、  

発掘担当者の乏しい知見ではその性格をつかむことができなかった。光学諸兄の御指導を給われば  

辛いである。   

敢後に、真夏の炎天下発掘調査に協力して下さったプJ々、本概報作成の上で有益な指導肋言を給  

わった方々に対し、紙面をイ附）て感謝申し上げる次第である。  
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テ・iミ1 総相川J●誌、前橋市史須1巷に来兇耳の記串が詳しい。  

往2 「耐性久のl川附云説」によれば、永禄9年究輪城攻めの時という。  

吏iミ3 南佐久郡誌による。  

注4 本調査に北行して押帰帆■教習委員会がトウノコシの南隣接地を調査している。  

注5 井上仰雄、1978「椚Ⅷ川，＝、‘の雁史‖射じの二川謹」Fl肘馬県史桝兜J8、肘．靭県教育委員会1979  

「＿l二野国分寺隣接地城発据訓査報告」を参動こさせていただいた。  

注6 天仁元年（1108）降下説に従う。  

注7 前掲往5「群馬町卜の聴史時代の二川謹」  

注8 前掲注7では9・1胴己後典、前掲注5「rl二川卦分寺隣接地地肌丑軸彗」では10世紀、高橋一  

夫1975「l卦分期二t誹の細分・桐隼拭言命」Fj舟二1主都！了」13・14では9‖蛸己後半、埼玉県遺跡  

調査会1977「川中前追跡」では10・世紀前半  

注9 前掲注5「【1二野l卦分守隣路地域調査軸借」遺物類型「Ⅰ〕葉上り  

注10 前柏注8「Ⅲ丹前追跡」鋸咋Ⅴ期11）4類  

注11前輪†1i教育委月会1980「翻Il遺跡群 四大室遺跡群 清里南部題跡抑」清里南部遺跡群  

1号住屠  
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写真版1  

2．1号仕居カマド逝物出土状況  1．1号住居跡  

● ：  

3．10号・11号（手前）・22号・23号・24号   

25号（向仰J）住居跡  

27号・33号住居跡   27号住屈遺物出土状況   

－ 32 －  



写真版 2  

L区遠景  Mlヌニ速射  

34サイ三i挿；・跡  37サ住居跡  

トウノコシ現形  トウノコシ樹木伐灘後（南より）  

仮称トウノコシ遺構（向西より）  仮称トウノコシ遺構（舶よI））  

ー 33 －   



写貴版 3  

17．伝来寺輪廻塔   

（明応四年鮪・光厳守基地内）  

19．束覚寺梵鎌（暦応元年銘・長野県  

仁川川丁■t二宮寺）「上野園粁牒朝」  

の銘文が見える  

18・伝来兇寺層塔（光巌寺境内）  20．トウノコン山工五輪塔空風輪  
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写真版 5  

11・12 23・馴封－；・  

13－17 27・サ住刑  

18～21291日．i押‡  
22・23 30サ住∬  

24・25 33廿里押．  

26－28 34号イ三軌：  

29－3137サ住居   
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